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EBT(2,3)における

過去の事例からの参考資料

Q：フィルムは操作室等の机の中で保存していたか？
（低湿度保存だと、脱水問題が発生するので、必ず、常温及び一般部屋内で保存）

Q：スキャナの左端にあるキャリブレーション位置に物（フィルム等）は無いか？

Q：Color48BITで取得したか（Grayscale等で収集していないか）？

Q：Colorで自動濃度補正はOFFになっているか？

Q：透過原稿（フィルム）で収集したか（まれに反射原稿で収集した施設有り）？

Q：透過原稿ユニットの面（蓋の部分）での汚れは無いか？

Q：使用した線量変換テーブルはフィルムと同じ方向で取得したか？

Q：単純照射野（例10x10等）では複数回の照射を行ったか？
（例 200MUの照射例では50MUx４回等、2重曝射の考慮）

Q：フィルム全体照射では太陽光を利用して、ファントムの問題、平坦度の問題を回避したか？

Q：スキャナの平坦度は基準チャートを用いて常時同様の取り込みで比較したか？
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操作室の机の中に保存して、乾燥室、冷蔵庫等には入れないで下さい。

Q:フィルムの保管は問題ないでしょうか？

R-TECH社の保管例

温度 湿度

保管条件
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乾燥箱（低湿度）内で乳剤が変化した事例

フィルムの周囲から脱水状態に変化している

Q:フィルムの保管は問題ないでしょうか？



長期保存下での濃度変化に関して
2013 JASTRO
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R-TECH社内での長期間、自然環境下での濃度変化の追跡例
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Q:スキャナの感度等に変化はないですか？

東急ハンズで270円

0.5mm程度の半透明色シートを用いてフィルムと同時に取り込み、ADC値の変化を見る

30cmx30cm以上の大きさなので、基礎特性の取得は容易
注意：塩ビシートの場合は表面が柔らかいので取扱注意
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Q:スキャナの感度等に変化はないですか？

半透明ピースを用いた取り込みの例

この場所の読み込み値（ADC等）を監視してスキャナの変動を監視する
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Q:フィルム全体の濃度計測では直射日光を利用する

空中でIPへの単純照射例

基準濃度の作成例

日影等にも反応するのでフィルム面に均一に日があたるように
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大きな障害陰影の出現（究明中）

大きな障害陰影ではADC値200以上（暫定）の相違がある場合は問題となる
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製造元からの注意事項を抜粋（EPSON ES1000G)

Q:キャリブレーション位置にフィルムは置いてませんか？
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製造元からの取り込み条件の確認事項

Q:取り込み設定は間違いありませんか？
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Q:多重曝射は考慮しましたか？



市販スキャナの信頼性

10000XL（米国） ES10000G（日本）
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Q:スキャナはフラットベット型ですか？



照射後潜像時間は

日本では時間毎のテーブルを参照する方式が一般的
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Q:コントロール（テーブル）と実射は同じ時間ですか？



フィルムの反り対策は

フィルムの上にガラス等の透明度の高い重しを置く

R-TECH.INC

2013 JASTRO

Q:フィルムの‘反り’は確認しましたか？



モアレ対策は

拡大等が必要な場合は絶大な効果が有る

R-TECH.INC

2013 JASTRO
Q:モアレ軽減処理は施していますか？



１：スキャナガラス面の上に隙間を持たせた、ガラス板を載せる。
（載せた、ガラス板との間に1円玉にて隙間を作る）

３：フィルムを載せて、‘反り’防止のガラスを更に載せる。

DPI=72～100、48BITColor,DD-SystemではNewFormat&With Selfcalblation,3x3 Median filter

スキャナガラス面

モアレ防止の付加ガラス1～2mm

バリ防止の付加ガラス1～2mm

空気の隙間1～2mm

＊ガラス板又は無反射ガラスの厚みは１～２mm厚で、できるかぎり透明度の高い物を使用
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フィルムの‘反り‘や’モアレ軽減’を考慮すると
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まとめ

EDR2に比べて特性等に多くの課題があるが、
水中使用、現像機が必要無し、照射後の結果参照が早い等の利点も多くある。

今後も現場の声が反映できるように努力したいと考えている


